
年頭のご挨拶
令 和 4 年 元 旦

理事長　児　玉　泰　州　　

新春を迎え謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
昨年中は、組合員の皆様をはじめ関係各位には
組合運営に対しまして、暖かいご支援・ご協力を
賜りましたことを先ずもって心より御礼申し上げ
ます。
ご高承のとおり昨年の経済情勢は、地球環境、
特にカーボンニュートラルの流れを背景に資源イ
ンフレ、供給制約などかつてないほどの鋼材の大
幅な値上げなどによりタイトな状況の中、組合員
の皆様は大きなダメージをうけ、製品への転嫁や
コスト削減、人材の確保難など厳しい経営環境に
直面をしている状況にありました。コロナ禍での
厳しい経済情勢の中ではありましたが、年後半に
は明るさも見え、回復傾向にあることを感じる越
年となりました。
このような情勢の下、組合事業にありましては、
購販事業をはじめとする各事業を、皆様方のご要
望に適確にお応え出来るよう、情報の収集・提供、
提案営業等に取り組んでまいりました。中核事業
であります共同購販事業、共同受注事業につきま
して、皆様方の受注に一つでも多くつながります
よう、組合員各位にデリバリーのご迷惑をお掛け
しないように、在庫の積み増し等最大限の努力を

いたし、材料の安定供給に努めてまいりました。
受注環境が厳しい中、組合員の皆様には多大なる
ご理解をいただき、積極的にご利用いただきまし
たこと、ここに厚く御礼申し上げる次第でありま
す。
また、組合員各位へは組合ホームページを通し
て各種タイムリーな情報を提供し、行政等へは業
界の現状と要望をお伝えするなど情報発信にも努
めてまいりました。特に、鉄鋼業にとって大きな
問題でありますカーボンニュートラルにつきまし
ては、産業政策と一体になって進めるべきで、経
済合理性なきカーボンニュートラルは産業を衰退
させる可能性があると考えます。そのため、電力
のクリーンエネルギー化、安定供給と経済性の確
保の観点から、業界団体として島根2号機の早期の
稼働を県・市に要望いたしました。
前年度に策定いたしました中期経営計画初年度

の進捗につきましては、組織改編を行い、令和 ３
年 １月より関連団体事業部を会員サポート推進室
へ改編し、組合員各位へのサポート体制の充実を
進めることといたしました。特に、初めての試み
といたしまして、九州の展示会に出展し、組合の
コネクター機能として組合員に仕事を繋げるため
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の事業を行いました。また、営業部業務グループ
を設置し、営業業務の効率化を図りました。
また、本部倉庫機能を内陸倉庫へ集約、内陸新
倉庫事務所建設を計画し、８月より稼働いたしま
した。在庫を一元管理することで、配送の利便性
向上と業務効率化、適正人員配置の構築を図って
まいります。
また、現状の鐵工会館の耐震不足、経年劣化に

よる保全費増加などの課題を解消すべく、組合員
各位、組合職員をはじめ島根県の鉄工業界に関る
皆様の集う拠点として、安心、安全で、機能的な
新鐵工会館の建設事業を進めております。今年度
着工予定、令和 ５年度中の稼働を目指して計画を
進めてまいります。
私たちは、今後出口の見える経営をして行かな

ければなりません。既存事業や新規事業への思い
が交錯、そして事業継承に迫られる状況にあって
も、局面を打開していくために重要なことは、１つ
は、「顧客開拓」（サプライチェーンの獲得（輪の
中に入る）は大きなチャンス）、もう １つは、「生

産性の向上に取り組むこと」です。組合といたし
ましても、組合職員の技術や知識の向上を図るこ
とにより、組合員企業の諸問題に対して、関係機
関と協調の上、しっかりとフォローしていく体制
を整え、皆様に貢献できる組合にしたいと考えて
います。
鐵工会は組合員のための組織であります。組合

員の存続なくして、組合の事業はありません。昨
年度策定した中長期の経営計画も 2 年目となり、
目指す “ものづくりの総合支援拠点” となるべく計
画をスタートいたしました。組合員と組合は、決
めたことを固く信じ、両輪となり不退転の覚悟で、
不確実性の高い経済を乗り切りたいと存じます。
本年も、役職員一同ご期待に添うよう誠心誠意

ご奉仕させて頂くべく鋭意努力いたしてまいりま
すので、どうか尚一層のご支援・ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。
末筆ながら、各位の更なるご繁栄とご健勝を心

よりお祈り申し上げまして年頭のご挨拶といたし
ます。

令和3年度　優良商工従業員表彰

中央職業能力開発協会会長表彰

　令和 ３年度優良商工従業員表彰（松江商工会議
所主催）が行なわれ、当組合からも永年勤続優良
商工従業員として右記の ６名が表彰状並びに記念
品を受賞しました。
　これを期に益々自愛の上業務に精励され、組合
員への奉仕と組合の発展に寄与されることを希望
します。

記

松江商工会議所会頭・（協）島根県鐵工会理事長表彰
松浦　勇太　（鉄鋼営業部）　　　2 ０ 年以上勤続
村上　政彦　（出雲営業所）　　　2 ０ 年以上勤続
藤井　正樹　（中部営業所）　　　2 ０ 年以上勤続
柳田　和子　（総務部）　　　　　2 ０ 年以上勤続
池田　理恵　（総務部）　　　　　2 ０ 年以上勤続
門脇　広幸　（工機営業部）　　　１ ０ 年以上勤続

　職業能力開発事業関係、技能検定事業関係及び
技能振興事業関係に係る事業所、団体及び功労者
に表彰が行なわれ、当組合から右記の職員が表彰
状並びに記念品を受賞しました。

記

中央職業能力開発協会会長表彰
杉原　光弘　（会員サポート推進室）
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　当組合では、通常総会につきまして、新型コロナ
ウイルス感染症対策のため、今回は、会場や時間に
ついて右記のとおりとし、予定いたしております。
会期が近づきましたら、ご案内をお送りいたします。
ご出席賜りますようお知らせいたします。

記
日　時　　令和 ４年 ２月 ２ ５ 日（金）　
　　　　　午後 １時 ３ ０ 分　より
場　所　　くにびきメッセ　１階　小ホール

以　上

通常総会開催予定のお知らせ

○新規加入組合員
10. 3 株式会社 内村電機工務店（代表取締役　内村 哲也 
氏）出雲市今市町1154番地10（電話0853-23-1155）電気工
事業。従業員138名。　　　

12. 3 有限会社 エヌ・アイ（代表取締役　安部 仲二 氏）
松江市八雲町東岩坂486番地1（電話0852-54-9025）機械加
工。従業員3名。

○社名変更
10. 26 有限会社 大谷製作所（代表取締役　岸本 泰博氏　
出雲市多伎町口田儀1269番地4）の社名が、「ゼノー・
テック出雲 株式会社」へ変わりました。

11. 4  有限会社 アーク工業所（代表取締役　柏井 一博氏
　松江市東出雲町春日323番地5）の社名が、「株式会社 
アーク工業所」へ変わりました。

○代表者変更
11. 1 株式会社 イワタクリエイト（松江市東出雲町錦浜
583番地5）代表者が、岩田 薫 氏から濵﨑 聡 氏へ替わら
れました。

11. 1 木村鉄工所 株式会社（出雲市東福町1984番地111）代
表者が、木村 恵美子 氏から木村 文彦 氏へ替わられました。

11. 5 株式会社 産機（松江市矢田町250番地33）代表者
が、野元 利實 氏から野元 利幸 氏へ替わられました。

○譲渡
10. 26 西谷鉄工所（江津市金田町イ211番地1）代表者が、
西谷 朋正 氏から西谷 和史 氏へ出資持分が譲渡されまし
た。

○新規採用職員
（令和３年１２月１日付）
　吉岡 淳子　　営業部業務グループ

○昇任
（令和３年１１月１日付）
　浜村 綾子　　営業部業務グループ課長　

（鉄鋼営業部鉄鋼　課長代理より）

○変更
（令和３年１１月１日付）
　原田 裕司　　総務部課長・会員サポート推進室課長
　　　　　　　　　　（総務部課長より）
　若槻 弘枝　　営業部業務グループ係長　
　　　　　　　　　　（工機営業部係長より）
　小田原 晴美　営業部業務グループ係長
　　　　　　　　　　（鉄鋼営業部鉄鋼係長より）
　有澤 若菜　　営業部業務グループ主任
　　　　　　　　　　（鉄鋼営業部板金主任より）
　小室 亜紀子　営業部業務グループ　　
　　　　　　　　　　（鉄鋼営業部鉄鋼より）
　大濵 里佳　　営業部業務グループ　　
　　　　　　　　　　（工機営業部より）
　佐川 　晶　　営業部業務グループ　

　　　　　　　　　（鉄鋼営業部鉄鋼より）
　若槻 穂香　　営業部業務グループ　　
　　　　　　　　　　（鉄鋼営業部鉄鋼より）
　春日 洋美　　営業部業務グループ　　　
　　　　　　　　　　（鉄鋼営業部鉄鋼より）
　津森 絵美　　営業部業務グループ　　
　　　　　　　　　　（工機営業部より）
　渡部 さと子　　営業部業務グループ　　
　　　　　　　　　　 （工機営業部より）

○異動
（令和３年１１月１５日付）
　春日 奈穂子　出雲営業所係長　　　
　　　　　　　　　　（営業部業務グループ係長より）
　中川 直幸　　中部営業所　　
　　　　　　　　　　（出雲営業所より）
　門脇 由莉　　営業部業務グループ
　　　　　　　　　　（中部営業所より）

○退職
（令和３年１０月１５日付）
　北垣 　航　　商品管理部
（令和３年１２月３１日付）
　松本 俊作　　商品管理部

組合員異動

職員人事異動
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年 頭 所 感
	

　令和4年の新春を迎えるにあたり、所感の一
端を申し述べて年頭のご挨拶とさせていただき
ます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大
に伴い、全国各地で緊急事態宣言などが断続的
に発令される中、飲食や宿泊関連などの対面型
サービス業を中心に深刻な影響を受けました。
さらに、中小企業の過剰債務解消に加え、政府
が進めるカーボンニュートラルへの対応、自然
災害に備えた事業継続計画の策定など、中小企
業の経営課題は、従前にも増して多様化してい
ます。
　このような中、私ども商工中金は、危機対応
業務の指定金融機関として、制度を的確に運用
しつつ、影響を受けられた中小企業の皆さまの
個別の実情に応じた懇切・丁寧な対応を行うと
ともに、資本性劣後ローンを活用した財務基盤
の構築にも取り組んでまいりました。
　低炭素経済への移行や社会のデジタル化等の
大きな変革も見据えて、引き続き真にお客さま
本位かつ長期的な視点で、中小企業及び中小企
業組合の企業価値向上に貢献してまいります。
　具体的には、産業構造や社会の大きな変革を
見据えた事業再構築や新事業への進出、業務の
デジタル化、経営改善、事業再生などに取り組
む中小企業の皆さまに対する支援を重点的に行
ってまいります。日ごろからのリレーションを
一層強化し、地域金融機関や外部専門機関との

連携・協業を密に行いながら、お客さまの経営
課題に対応してまいります。

　また、こうしたビジネスモデルを支える屋台
骨として、引き続きコンプライアンスの徹底や
内部管理態勢の強化に取り組むとともに、職員
の能力を最大限に発揮するため、ダイバーシテ
ィの推進やインクルージョンを徹底してまいり
ます。

　「中小企業による、中小企業のための金融機
関」として、皆さまから信頼され、支持され、
これまで以上にお役に立てるよう、役職員一
同、全力で努力を続けてまいりますので、今後
とも格別のご指導とお引き立てを賜りますよう
お願い申し上げます。

　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝をお
祈りいたしましてご挨拶といたします。

株式会社商工組合中央金庫
　松江支店長　堀之内寛人
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2022 年元旦

中小企業経営に関するご相談は島根県信用保証協会へ!中小企業経営に関するご相談は島根県信用保証協会へ!
私たちはお客様に寄り添い、最適な経営改善プランをご提案いたします

どんな小さなことでも抱え込まず、お気軽にご相談ください

実際の経営者の方にご出演いただいた５分間の
ショートムービーをインターネットでご覧いただけます！

私たちの支援事例をホームページにアップしています！

営　　業　　部 　松江市殿町105番地
出　雲　支　店 　出雲市大津新崎町2丁目24番地 
浜　田　支　店 　浜田市殿町83番地50
益　田　支　店 　益田市あけぼの本町10番地6

TEL 0852-22-2837
TEL 0853-21-4998
TEL 0855-22-0833
TEL 0856-22-4567

ホームページ　https://www.shimane-cgc.or.jp/ フリーダイヤル 0120-40-5471

島根県信用保証協会

経営支援動画は
コチラ！

ホショキョ
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■概況■
　令和4年は、壬寅年。「陽気を孕み、春の胎動を助く」、冬
が厳しいほど春の芽吹きは生命力に溢れ、華々しく生まれる
年となると言われています。新型コロナの感染が確認されて
から2年以上に渡り厳しい制限と緩和を繰り返す生活を続け
た私たちにとって、そのような年となることが期待されます。
　今年も未だ新型コロナの感染拡大の収束は見通せず、新た
な変異ウイルスによる感染も見られることから先行き不透明
な状況ではありますが、ワクチン接種の広がりや生活様式の
変化などにより新しい日常を手に入れ、世界各国で国家を揚
げての経済付与策が打たれるものと思われます。
　そういった中、１2月１３日に発表された日銀短観によります
と、先行して回復していた製造業では横這いに留まったもの
の、緊急事態宣言の全面解除が追い風となり、特に対面型サー
ビスを中心に非製造業では大幅な改善が見られ、業況はプラ
スとなっています。第６波への警戒はありながらも、リベン
ジ消費に期待が持たれる状況です。
　一方で石油をはじめ、さまざまな生活用品が値上がりして
いることも懸念されておりますが、特に鉄鋼関連では、一昨
年半ば頃から現在まですべての品種・製品で値上がり基調が
続く、異例の状態となりました。おおよそ倍まで価格水準が
上昇したものも見られます。鋼材価格の上昇は、当初は原材
料高、副資材の値上げ、人件費など諸経費負担の影響もあり
ましたが、各国の鉄鋼メーカーが脱炭素・カーボンニュート
ラルへの対応へ大きく舵を切り、資金確保の必要性から、現
状の水準から元へ戻るような事態にはならないものと想像さ
れます。また、コラム、フッ素樹脂関係など納期が通常より
大幅に伸びている製品もあり、引き続き、需給動向に注視が
必要な状況が続きます。
　新しい年はコロナ禍という人類にとっての大きな災いから
抜け出し、新たな価値の創造へ迎える年となることを期待し
つつ、一方ではいつまで続くのかの不安を抱えながら、新年
を迎えています。
■鋼板■（強含み）
需要動向は、建機・産機やトラック、特装車向け等の製造
業分野が底堅い動きとなっています。土木・橋梁関連も徐々
に復調の兆しを感じさせ、年明けから春にかけて本格的に動
き出す予想をしていますが、主力の建築鉄骨需要については
首都圏をはじめとする大型開発物件の端境期が長引き、店売
り分野を含めて需要全般が盛り上がるまでには至っていませ
ん。その他造船関連では世界の貿易量が大きく伸び、コンテ
ナ輸送量が大幅に増え、それに伴い新造船の発注が増えてい
ます。一方で自動車向けは半導体不足などサプライチェーン
に綻びがみられ、減産もあり想定を下回る需要量となってい
ます。
こうした状況の中で、カーボンニュートラルによる CO 2

削減に向けて鉄鋼産業政策の転換をおこなっている中国は鉄
鋼減産を ７月より本格化させています。輸入材の入荷量が乏
しく、それに加えて国内高炉メーカーの高炉休止などにより
鉄源のタイト化を継続しています。また鉄鉱石・原料炭とも
に上昇を続けており１０～１2月期は過去最高の価格となってい
ます。
厚板のシャー・溶断各社は、期待していた秋需がふるわ

ず、市中での切板受注量は期待していたほど増えていない一
方で、母材仕入れ値が上昇する中で切板販価の値上げ転嫁を
緩めるわけにはいかず採算重視の姿勢を保持しています。こ
のように盛り上がりに欠ける需要環境もある為に市中在庫は
一時の品薄感が薄れ回復傾向にあり、やや余裕が出てきてい
る状況ですが、高値玉が入着を続けている為、今後も強含み
で推移するものと思われます。
■薄板■（強含み）
2０22年の１～３月の薄板需給は、自動車の挽回生産の遅れが

響き、１０～１2月に続いて緩和する可能性が高まってきました。
直近では半導体不足による減産が乗用車だけでなく、トラッ
クや建築設備などにも広がっており、都心の再開発などの大
型物件への影響も懸念されています。
当初、１０月頃からは挽回生産に転じる計画であった自動車

業界も大手メーカーでさえも計画通りに進まず、一部ライン
の稼働停止を余儀なくされています。自動車需要自体が消失
している訳ではない為、鉄鋼メーカー、商社では慎重な見方
が多くなっていますが、減産が長期化する事で、自動車部品
メーカーや中小の下請け企業などは売上が立たず、資金繰り
の悪化が危惧される状況となっています。
年明けからの需給のバランスについては、様々な要因が絡

み合っている事で、予測がし辛い状況となっており、各コイ
ルセンターは自動車業界の挽回生産着手に備えて在庫を確保
し緊張状態を保っています。2０2１年は前例の無い価格上昇に
加え、品薄の状況が長期間続いた事で、それを教訓とし慎重
な姿勢を取らざるを得ない状況となっています。
国内製鋼メーカーが生産の規模を縮小した今、再度、ひっ

迫した状況がいつ訪れてもおかしくないと思われ、今後も強
含みの状況が続くものと思われます。
■ H 形鋼、一般形鋼■（強含み）
高炉メーカーである日本製鉄の建材製品を扱う商社・特約

店などで構成される “ときわ会” がまとめた１１月末のH形鋼
全国流通在庫は前月末比１,０００トン、０.５% 増の１８万３,７００トン
と2ヶ月連続で増加しております。在庫率は2.５８ヶ月で、こ
こ数ヶ月は適正とされる2ヶ月前後で推移しておりますが、
サイズによって歯抜けが目立つ状態で需給は依然としてタイ
トな状況が続いております。
価格について日本製鉄は2ヶ月ぶりに据え置くとしており

ますが、脱炭素などを背景とした構造的なコスト上昇につい
てはサプライチェーンを超えた適切な対応のあり方を業界各
団体との対話も含めて取り組むとともに、再生産可能なマー
ジン確保のための継続的な価格改善が必要な状況は変わって
おらず、今後も原料価格など諸コストや需給の動向は注視し
ていく方針としております。
中国の経済減速や半導体不足などのサプライチェーン混乱

（12月20日現在）

鋼 材 市 況
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といった一部不安要素が見られるものの、正常化後は堅調な
鋼材需要が見込まれ、建築分野においても出件が堅調に推移
しており、タイトな需給環境は今後も継続するものと想定さ
れております。
■ステンレス■（強含み）
　ニッケル系ステンレスは、強含みに推移しています。ニッ
ケル価格の指標となる LMEニッケル価格は、６月以降８ドル
以上の高値を維持しており、依然として原材料の高騰は続い
ております。また、電力等の副原料や金属マンガンなどの添
加原料をはじめとした諸コストの上昇も続いており、メー
カーの生産コストの圧迫状況は非常に厳しいものとなってお
ります。上記のような要因から、メーカーは１2月契約での値
上げも発表しました。今後も段階的に値上げを進めていくと
思われ、引き続き強含みの市況となっております。
　需要面では、建築や業務用厨房機器など多くの分野で好調
となっており、一部業界では半導体不足や海外からの部品調
達難が解消しておりませんが、自動車をはじめ挽回生産のめ
どは立ちつつあります。需要回復の動きがより鮮明となる中
で、メーカーの生産ラインは高稼働を維持しており、品薄や
納期の長期化などの影響が見受けられます。
　このような状況から市況は上伸基調を維持していくと思わ
れ、今後の価格動向やメーカーの供給状況には引き続き注視
する必要がありそうです。
■カラーコイル■（強含み）
化粧鋼板市況は、昨年春より原板の値上げに伴う価格上昇
が続いてまいりました。本年度においても、昨年の高止まり
を維持したまま推移するものと思われます。
しかしながら、本年度は原板の値上げにおいては市場の様
子を伺う動きもあることから、短期間での値上げ実行はない

ものと思われます。但し、昨年は塗料の値上げをカラーコイ
ルに転嫁されていない事や、燃料の高騰による、輸送コスト
見直しも本年の値上げに影響を及ぼす可能性も払拭されない
ものと考えられます。
供給においても、昨年よりメーカー生産減の影響もあり各

地域より受注が殺到しており、生産が追いついていない状況
が続くものと思われます。
本年度もカラーコイル市場は高値で推移し、当面の間は品

薄の状況が続くものと思われます。
■異形鉄筋■（横這い）
異形鉄筋の市況は、関東の鉄スクラップの輸出入札が2ヶ

月連続不調で終わり、スクラップ価格は弱含みで様子見状態
であるが、諸資材費等の高騰により、メーカーが売り腰を強
めたこともあり強含みで推移しました。
県内においては、民間・公共工事とも建築工事が少なく、

土木工事、災害復旧工事物件も出てきましたが、鋼材価格上
昇の影響で先行きが不透明な物件が出始め、計画の延期や進
捗が遅れる傾向です。
鉄スクラップ価格は、輸出価格と国内価格の差異がみられ

高止まり状態からジリ安に推移すると思われます。
ゼネコンは、需要減少による競争激化で受注価格が低下し、

スクラップ価格が弱含みで、需給のひっ迫感には乏しい状況
であり、様子見で小口商いを行っている状況です
現状、原料・副資材・電力料金等のコストアップの為、製

造コストの上昇は依然として高止まりを続け、メーカーは収
益是正を目指し強気の姿勢を変えていません。
また、流通においても転嫁出来てない値上げを目指してい

ますが、先行きに関しては需給が不透明な情勢もあり横這い
で推移すると思われます。

〇令和3年10月15日（金）〜16日（土）
　しまね産業振興財団（松江市）にて
　令和3年度鋳造技術者初級研修　前期　6コマ
　　（新型コロナ感染防止対策として、対面・リモートの
　　ハイブリッド開催）
　　研修内容　①鉄鋳物（鋳鉄・鋳鋼）の種類
　　　　　　　②品質管理の考え方
　　　　　　　③たたら製鉄と山陰の鋳物師
　　　　　　　④鋳造の原理原則
　　　　　　　⑤鋳造現場の問題解決
　　　　　　　⑥鋳物の工程（生型、自硬性）

〇令和3年11月19日（金）〜20日（土）
　しまね産業振興財団（松江市）にて
　令和3年度鋳造技術者初級研修　後期　6コマ
　　（新型コロナ感染防止対策として、対面・リモートの
　　ハイブリッド開催）

　　研修内容　⑦鋳鉄の溶解
　　　　　　　⑧鋳鉄の溶湯処理
　　　　　　　⑨鋳造方案
　　　　　　　⑩鋳造に係る非定常作業の災害防止
　　　　　　　⑪鋳仕上げと検査
　　　　　　　⑫ＣＡＥ＆3Ｄ

〇令和3年11月6日（土）
　しまね大交流会２０２１
　　島根県鋳造関連産業振興協議会、島根県銑鉄鋳物工
　　業組合の連名出展
　　オンライン参加にて、大学、高専、高校の学生たちに、
　　鋳物とは？鋳物の製造工程、島根県の鋳造業の業績
　　や鋳物製造企業、鋳造関連企業を紹介しました。

2021年10～12月 組合活動
【島根県銑鉄鋳物工業組合】
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昨年１０月１３日～１５日にマリンメッセ福岡にて開催
された、日刊工業新聞社主催の九州最大級の産業見
本市「モノづくりフェア 2 ０ 2 １」に鐵工会として初
めてブース出展しました。
県外の展示会にブース出展をするのは初めての試
みで、１月にスタートした中長期経営計画での重点
取組として掲げている営業支援の一環として、組合
員企業の受注機会の創出、販路拡大に繋がるよう、
島根のものづくり技術や組合組織の受注体制などの
強みをアピールしました。
鐵工会のブースでは ８つの製造分野（「鋳物」「マ
シニング加工」「旋盤加工」「表面処理」「ユニット
組立」「精密板金」「製缶 /プレス /溶接」「特殊加工」）
毎に展示スペースを設け、協力いただいた組合員企
業様から加工サンプルをお借りして展示、来場者に
鐵工会職員が説明を行ないました。

緊急事態宣言解除及び感染者数の減少を反映し３
日間で１３,１4７人と予想以上の来場者となり、鐵工会
ブースへは仕入先や取引関係のメーカー・商社をは
じめ、加工技術や外注先を探すメーカー、商社、製
造業者等、約24０社に来場いただき、活発に面談を
行ないました。会期終了直後から見積り依頼の問い
合わせ等も入ってきており、その対応も現在継続し
て行っているところです。
今回の経費の一部は、しまね産業振興財団が交付

する島根県の「令和 ３ 年度	商社等を活用したもの
づくり産業販路拡大支援事業助成金」を活用させて
頂きました。　
今後もこのような助成制度も活用しつつ、島根の

ものづくり技術を県外に発信し、販路拡大に寄与出
来るよう支援を強化し取り組んでいきたいと思いま
す。

九州産業見本市「モノづくりフェア２ ０ ２ １」出展の報告

鐵工会カラーのブルーを基調とした展示ブース
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しまね大交流会2021（福岡）出展のご報告
　去る11月6日（土）に「しまね大交流会2021」に出展いた
しました。
　しまね大交流会は、各企業が取り組みや魅力を発信
し、学生に島根県内の企業に関心を持ち働き方について
考えていただくとともに、地域を支える人材の育成と県
内への定着を目的として、2015年より開催されております。
　当組合は、2019年より出展参加しております。昨年
は、新型コロナウイルス感染対策のため、一昨年と同
様に鐵工会本部からWEBオンラインツール（ZOOM、
Ｏvice）を用いての交流会となりました。
　午前は、ZOOMを用いたWEBセミナー30分を計4回実
施し、30余名の学生にご参加いただきました。セミナー
では、当組合の事業内容、組合員様との関わり、内陸倉
庫内部の鋼材・施設、若手職員の紹介、しまねで働くこ
との魅力を紹介しました。
　午後は、今回から採用されたバーチャル空間を自由に
移動することができるオンラインツール（oViceオヴィ
ス）を使用し、メッセでの対面形式に近い交流をオンラ
インにて実施しました。

　午前のWEBセミナーとは違い、1回のセミナーに制限
時間を設ける必要はなかったため、一人ひとりの学生と
より長い時間交流することができました。当組合の事業
や役割をより詳細に説明できただけでなく、今後の進路
に関する相談や質問にも答えたりと、リアルな感覚で面
談を行うことができました。
　今後もこのような活動に参加し、学生に対して、島根
の“ものづくり”とそれを支える組合員様の事を積極的に
周知していく所存です。
　この活動が、学生が県内企業へ関心を持ち、県内へ定
着する一助となることを強く願っております。

インターンシップ受け入れ事業の報告

「しまね大交流会2021」出展のご報告

鋼材切断作業体験の様子 成果報告の様子

昨年１１月9日（火）から１１日（木）の３日間、鐵工会本部にお
いて、島根県立松江工業高等学校より、機械科2年の生徒2
名を受け入れてのインターンシップを行いました。
昨年の出雲工業高等学校のインターンシップ受け入れに

続き2回目となった今回は、前回の経験を踏まえて準備を
行い、生徒を迎えました。
初日は、午前に、常勤理事より鐵工会の事業とその役割、

鉄に関する講義などを受け、午後からは組合員企業2社の
ご協力のもと、ものづくりの現場を見学させていただきま
した。組合員企業様の高度な技術と様々な製品を目にし、
島根のものづくりの凄さを実感するとともに、仕事に対す
るやりがいと責任を強く感じたと報告してくれました。
2日目は、当組合内陸倉庫にて入出荷業務・得意先への

配送業務・鋼材の切断作業を体験してもらいました。実際
に業務に携わる中で、効率よく業務を行うためには共に働
く人とコミュニケーションを取ることが如何に大切かを学
んで感じてくれました。
３日目の午前は、営業部職員に同行し、組合員企業訪問

などの体験をしました。
午後は、インターンシップ全体を振りかえっての成果報

告を作成し、発表をしていただきました。緊張した面持ち
で発表に臨みましたが、３日間を通じ感じたこと学んだこ

とをしっかりと発表してくれました。
島根にはすばらしい技術を持つものづくり企業がある

こと、そして、社会人として仕事をしていくうえで職場の
方や取引先と信頼関係を築いていくことが大切だと報告し
てくれました。
初日に進路について聞いた際には、「まだわからない、

決めかねている」と言っていて、まだ将来のことがイメー
ジしづらいように見受けられましたが、この３日間のイン
ターンシップを通じ、今後の進路や目指す人間像がイメー
ジできるようになったのではないかと強く感じております。
今後もインターンシップ受け入れ事業を実施し、将来

を担っていく若者たちに島根のものづくりを知ってもら
い、併せて、将来の進路選択に大いに役立ててもらえるよ
う努めて参ります。
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　前号では「会員サポート推進室」の事業内容として掲げ
ている８つの事業と、その第１項目である「経営支援」に
ついて説明させていただきましたが、今回は第２項目の「営
業支援」について触れようと思います。
　私は、現公益財団法人しまね産業振興財団が「島根県中
小企業振興公社」だった時代に入社し、「取引斡旋」という、
今風に言えば「ビジネスマッチング」を長らく担当してい
ました。県内の企業を訪問し、社長さんにお話を伺ったり
工場を拝見しては、その会社がどんな設備をお持ちでどん
な加工をされているのか、どんな会社と取引をされている
のかといったことを頭に入れ、その情報を基に県外メー
カーの購買部門を訪問、県内企業をPRして島根への発注
を促し、見積り図面や案件をいただいては、地元で対応可
能と思われる企業を訪問して見積りをお願いする、という
ような業務を行っていました。
　その経験から、鐵工会で掲げられている「営業支援」と
いう言葉に強い関心を持っていました。
　私が考える鐵工会としての「営業支援」としては、下図
に示した流れをイメージしています。

①主に県外のセットメーカー、部品メーカー、商社、その
他各種設備や金属部品等を扱われるユーザーに対して、
鐵工会が何らかの方法で組合員企業の技術力を紹介・
PR

②これら県外企業から何らかの引き合い（見積依頼、開発
依頼、見学希望）を鐵工会として受ける

③組合員企業へ紹介、マッチングを行う

　そして、紹介・マッチングの方法には、大別して以下の
４つのパターンがあると考えています。

a) 個別の案件を個別企業に対して紹介
b) 複数工程案件やユニット案件等を鐵工会がハブ（基軸）

となって複数の組合員をつないで対応
c) 企業グループを形成されている場合には、そのリーダー

企業へ紹介
d) 鐵工会を通さず県外企業から直接問合せ

　こうした形で県外から受注を獲得し、“外貨を稼ぐ” こと
を推進して行きたいと考えています。

　この県外企業へのアプローチ方法の一つとして、「県外
展示会出展」という方法が考えられ、今年度は本誌8ペー
ジに掲載のとおり「モノづくりフェア2021」という産業見
本市に鐵工会として出展しました。
　今回は初めての出展且つコロナ禍ということで、組合員
企業に参加いただくのではなく、主な組合員様から加工品
等をお預かりして展示し、鐵工会職員が説明・PRするス
タイルで展開しました。
　ブースへの来場者は予想以上で、今後に向けて大きな手
応えを感じました。会期後も問い合わせ等があり、現在も
見積り依頼が入ったりしています。
　今後もこうした「営業支援」を計画的・継続的に実施し
て行きたいと考えています。

　尚、今後の会員サポート推進室の取り組み等に関する
アンケートを実施することになりました。お手元に届きま
したらご確認の上、ご協力のほどよろしくお願いします。

会員サポート推進室からのお知らせ TEL（0852）24-2157

＜発注企業＞ 

セットメーカー 
・研究開発部門 
・購買部門 

部品メーカー 商社 その他ユーザー 

c)グループ受注 

a)個別受注 

d)直接取引 

b)共同受注（鐵工会がハブ） 

鐵工会 

＜組合員企業＞ 

営業支援イメージ 

・部品製作（鋳物、機械加工、板金・溶接） ・機械装置設計～製作 ・機械ユニット 

コーディネーター
明石 啓孝

携 帯：080-2119-8905

Email：akashi@tekkokai.or.jp
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【１ ２ 月例会の開催】
昨年１2月１日（水）午後2時より、㈱産機様において１2

月例会を開催致しました。１2月例会は鐵工会青年部会
OB会員の企業を見学させて頂き、工程管理、品質管理
等の取組について意見交換を行い、社業発展、自己研鑽
を目的に１８名の参加者で、下記の通り開催されました。

工場見学　株式会社産機
講演会　株式会社産機　代表取締役社長　野元利幸　氏

工場見学では、松江市矢田町にある本社工場と南工場
を見学しました。各工場ではそれぞれ大小様々なクレーン
が製作中で、その規模に圧倒されました。また、工場の生
産能力やクレーンの加工精度、納品時の運搬、取り付け
方法などについて説明をして頂きました。
その後、㈱ヤマト様の会議室をお借りし、鐵工会青年部
会OB会員の野元利幸氏より講演をして頂きました。
まずインドネシアの地理や資源の状況について、そして

2０１０年にジャカルタに工場を新設された当時の様 な々経験、
現地の方の国民性、また現在までの経緯についてお話頂
き、会員一同熱心に聴講しました。

青年部会の活動から 協同組合島根県鐵工会青年部会

工場見学

講師 野元利幸 氏

製作中の巨大なクレーン

聴講風景
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　全国溶接技術競技会は一般社団法人 日本溶接協会の主
催により昭和２6年から開催され令和4年度は第67回（東北
地区青森大会）を迎える事となりました。
　下記の要項で島根県予選大会を開催致しますので奮って
のご参加頂きますようご案内申し上げます。
１. 日　　時   令和4年4月24日（日）松江市東朝日町267 
２. 場　　所　島根職業能力開発促進センター（ポリテク島根）
３. 競技種目　被覆アーク溶接の部・炭酸ガスアーク溶接の部
４. 競技課題　中板（9mm）：

30°Ｖ形開先突合せ溶接（横向き溶接）
邪魔板付き（スカラップR=20）

　　　　　　  薄板（4.5mm）：
Ｉ形開先突合せ溶接（立向き溶接）  　

邪魔板付き（スカラップR=20）
５. 参加資格　島根県内の事業所に従事する溶接技能者
６. 表　　彰　各種目　最優秀賞・優秀賞・優良賞　　
７. 参 加 料　1名あたり￥5,000　申込用紙（当協会にて
　　　　　　  準備）に参加料を添えてお申込み下さい。
８. 申込〆切　令和4年3月31日（木）
９. 参加料振込先　山陰合同銀行　松江駅前支店
　　　　　　〈口座番号〉普通 ３６６１９３８
　　　　　　〈口座名義〉島根県溶接協会

１０. 申込み及びお問い合わせ先　島根県溶接協会
　　  松江市西津田一丁目9番50号（協）島根県鐵工会館内
　　  TEL　0852-24-2157　　FAX　0852-24-2161
　　 また、最優秀賞受賞者は9月24日、25日に開催予定の
　　  第67回全国溶接技術競技会青森大会に島根県代表.と
　　  して参加して頂きます。

令和３年度（第５９回）溶接技術競技会島根県大会
兼（第６６回）全国溶接技術競技会島根県予選

表彰式開催
島根県溶接協会

昨年6月6日（日）にポリテクセンター島根に於いて県
内企業8事業所から被覆アーク溶接部門に3名・炭酸ガ
ス半自動溶接部門に8名、合計11名が参加して行われま
した。
　（第59回）溶接技術競技会 島根県大会の表彰式が昨
年10月22日（金）にサンラポーむらくもにて島根県商工労
働部部長・島根県産業技術センター所長・島根職業能力
開発促進センター支部長にご臨席いただき表彰式を行い
ました。
　入賞者に対して島根県商工労働部部長 田中麻里様よ
り表彰状が授与されました。
　最優秀賞受賞の選手2名は2月19日に三重県津市で開催
される（第66回）全国溶接技術競技会に参加されます。
ここに島根のものづくり基幹産業である溶接技術の高さ
を全国に知らしめて頂きますことをお祈り致します。

令和４年度（第６０回）溶接技術競技会島根県大会
兼（第６７回）全国溶接技術競技会島根県予選開催のご案内

島根県溶接協会

【被覆アーク溶接部門】
最優秀賞　㈱日立金属安来製作所　瀨田選手
　優秀賞　日立金属㈱安来工場　　北脇選手
　努力賞　㈱コダマ　　　　　　　原　選手

【炭酸ガス半自動溶接部門】
　最優秀賞　㈱産機　　　　　　　　平塚選手
　　優秀賞　㈱産機　　　　　　　　舟木選手
　　努力賞　㈱コダマ　　　　　　　石井選手
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２０２２年度溶接技能者評価試験日程（案）● ●

WEB申込み化（e-weld）運用開始時期迫る！！！● ●

 

2022年

2023年

  4月23日

  5月14日

  6月25日

  7月  9日

  8月27日

  9月

10月

11月

12月

  1月

  2月

  3月

6月30日

7月31日

8月31日

9月30日

10月31日

3月18日（金）

4月  8日（金）

5月20日（金）

6月  3日（金）

7月22日（金）

松江

益田

松江

隠岐

松江

ポリテクセンター島根

島根県立西部高等技術校

ポリテクセンター島根

㈲隠岐車輌

ポリテクセンター島根

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

土

９月以降の申し込みについては、WEB
申込みとなります。紙ベースでの申込み
は出来ませんのでご承知おき下さいませ。

日程につきましては改めてご案内致します。

(注）試験日・試験会場は都合により変更する場合がありますので、ご確認の上お申込み下さい。

各回とも申込み締切日以前でも先着順で定員になり次第締め切らせていただきます。

更新受験時は有効期限が2か月以上必要となります。
※更新受験の場合で専門級を更新される場合は有効期限より2 ヶ月以前の期間内で受験を行いますと基本級が免除となり
ます。但し、有効期限が過ぎますと基本級と同時に受験をしていただき、新規（学科免除）となりますのでご注意下さい。
また、合格されますと現有資格有効期限満了後新たに有効期限の設定がされますので、現有資格有効期限が短くなること
はありませんので有効にご活用下さいませ。

（申込み・問い合わせ先）　　〒690-0017 松江市西津田一丁目9番50号　島根県鐵工会館内
　　　　　　　　　　　　　島 根 県 溶 接 協 会　TEL（0852）24－2157　FAX（0852）24－2161
　　　　　　　取引銀行　　山陰合同銀行松江駅前支店　（普通）3661938　口座名義　島根県溶接協会

【島根県溶接協会】

　2022年9月試験分よりWEB申込み受付開始の為、現状
の紙媒体による申込みは、2022年8月27日（土）【会場】ポ
リテク島根試験分までの受付となっております。
　9月以降の溶接技能者評価試験日程につきましては調
整後、皆様にご案内をさせて頂きますので今暫くお待ち
くださいますようお願い申し上げます。
　また、WEB申込み移行期間までに、溶接技能者評価
試験申込み及び適格性証明書のサーベイランスに関わり
ますので、資格登録の事前準備を実施して頂き、上記に
記載の通り、2022年9月試験以降の受付は、WEB申込み

のみとなりますので、くれぐれもお間違えのないよう企
業様（勤務先管理）・個人様（本人管理）のご協力をよ
ろしくお願いいたします。
　なおWEB申込みに関してご不明な点がございました
ら、当協会までお問い合わせくださいますようお願い申
し上げます。

〈問い合わせ先〉島根県溶接協会　TEL（0852）24-2157

※【サーベイランス】
　			適格性証明書の有効期限が2022年6月末以降のものはWeb申込み。
　			（有効期限が5/31までのものは現行どおりの申込み）
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　この度、島根県板金工業組合から以下の２名の方が２０２１
年建設マスター（国土交通大臣顕彰）・建設ジュニアマス
ター（青年優秀施工者不動産・建設経済局長顕彰）を受賞さ
れました。
　・２０２１年建設マスター（国土交通大臣顕彰）松浦博文氏　
　（㈲山根板金工作所）
　・２０２１年建設ジュニアマスター（青年優秀施工者不動
　　産・建設経済局長顕彰）
　　西尾将人氏（西尾板金工作所)
　以上の両名が標記、顕彰を受賞されました。
　本来であれば、東京の国土交通省へ赴き、大臣から直接
受賞されるところではございますが、残念ながら新型コロ

ナウイルス感染対策の為、受賞式が行われなかった為、令
和3年１１月１日に組合事務所にて伝達式を開催し、全板連グ
ループ代表でもある天野理事長より表彰を行ないました。
　今後、両名の益々のご健勝とご活躍をお祈りし、報告と
させて頂きます。

昨年も毎年恒例となっております島根県技能士会連合
会が主管する“ものづくり体験教室”が開催されました。

昨年は、建築板金をはじめ、大工、左官、建具、表
具、石工、造園、日本料理、和裁など、多数の職種の方
が、島根県下12校の中学校へ赴き、ものづくり体験教室
を行いました。

島根県建築板金技能士会としては、恒例の銅板レリー
フの体験教室を行い、7月9日に益田市の小野中学校で18
名、12月13日に松江市の鹿島中学校で43名の中学生が体
験をされました。

講師は、𠮷水技能士会長をはじめ、担当地区の役員に
務めて頂き、新型コロナウイルス感染対策として、マス
ク、フェイスシールド、手袋、手指消毒を徹底して行な
いました。
「銅板レリーフ」の“ものづくり体験”では、厚さ0.15

ミリの極薄の銅板を使い、貼り付けた下絵をボールペン
でなぞって銅板に痕をつけます。次に痕をつけた銅板の
裏面から痕の内側を“竹のへら”で擦り、膨らませて立
体感を持たせて仕上げ、最後に温泉の素で代用した着色
（硫化銅）をして仕上げる。いわば本格的なレリーフや
神社仏閣等の屋根にある鬼板加工の基礎とも言える技法
を学んで頂きました。

皆さん、講師の丁寧な指導を熱心に聞きながら、少し
ずつコツを掴み素晴らしい作品が出来ていました。中に
は講師顔負けの非常に力強い作品や繊細な作品を作り上
げる生徒もいて、ものづくりの楽しさ、大切さを実感し
て頂けたのではないかと思います。

最後に各学校とも生徒代表より“貴重な体験ができ
た”、“大変楽しかった”、“また来年もしたいです！”と心の
こもった感謝の挨拶がありま
した。

当組合と致しましても本事
業を建築板金業界の認知度向
上の一環と位置付け、今後も
継続事業として取り組んでい
きたいと考えております。

２０２１年建設マスター、建設ジュニアマスター伝達式を行う ！

も の づ くり 体 験 教 室 実 施 報 告

島根県板金工業組合

全員で記念撮影
左から、若松専務理事、松浦博文氏、
天野理事長、西尾将人氏、西尾康弘氏

賞状を持って記念撮影
左：松浦博文氏、
右：西尾将人氏

熱心に教える
𠮷水講師と後藤講師

益田市小野中学校の皆さん 松江市鹿島中学校の皆さん

島 根 県 板 金 工 業 組 合
島根県建築板金技能士会

　ものづくり体験教室とは「ものづくり」の楽しさや感動を体験してもらうことで、広く県民の皆様に技能の素晴ら
しさや大切さについて認識を深めていただき、将来若者が「技能の道」を志すようその機会を創出する場として計画
し、後継者育成と本県産業の振興に寄与することを目的に島根県（商工労働部雇用政策課）からの委託を受け、島根
県技能士会連合会が実施しております。
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〈エコ商品〉

　今回は、カクイ㈱より発売されております、廃油
ろ過シート LX-40 オイルキャッチャーをご紹介し
ます。
　こちらの商品は、工作機械・旋盤等のクーラント
や排水工程で、混入油と固形物などを同時に除去す
ることが可能な商品となっております。サイズは縦
40cm× 横50cm× 厚0.4cm で、自重の約20倍
以上の吸着能力で保持能力・透水能力も従来品より
向上しています。

カクイ　廃油ろ過シート
　金属加工でのこまめな
シート交換で、タンク内の
清掃頻度が大幅に軽減、タ
ンク内から発せられる異臭
を低減、ノズルや配管内側
の油分付着を予防出来ます。
また刃物の寿命も延び、様々
な効果でエコ効果を発揮し
ます。
　省エネ性能に優れ、廃油をろ過することで油剤品
質の維持が可能な商品となっております。是非とも
ご検討・ご用命の程宜しくお願い致します。

お問い合わせは　（協）島根県鐵工会　工機営業部まで　TEL　0852－24－2529

LXが油と金属粉をキャッチ 切削液は通過し油をキャッチ

島根県最低賃金改定のお知らせ

件　　　名 時間額 効力発生日

島　根　県　最　低　賃　金 ８24円 令和３年１０月 2 日

産
業
別
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 9５4円 令和３年１１月2６日

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具
製造業 9３０円 令和３年１2月 ８ 日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情
報通信機械器具製造業 ８５３円 令和３年１2月2６日

自動車・同附属品製造業 9１9円 令和３年１2月29日

自動車（新車）小売業 9０4円 令和３年１2月24日

百貨店、総合スーパー	 ８24円 令和３年１０月 2 日
※島根県最低賃金８24円が適用

島根県内の事業場で働くみなさんの最低賃金が改定されました。

＜問い合わせ先＞
　島根労働局労働基準部賃金室　松江市向島町１３4－１０　松江地方合同庁舎　☎０８５2－３１－１１５８
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てっこうかい

https://tekkokai.jp

組合員のみなさまにお役に立てる

各種情報をお届けしていきます！

公式SNSからも多彩な情報を発信

Twitter Facebook

新型コロナウイルス感染症に関する

国や県の支援策、金融機関による融資等

最新情報をまとめて掲載

組合からのお知らせを

いち早くお届け

イベント情報、商品紹介

営業に関するお知らせ 等
国や島根県･各自治体の補助金・助成金の

情報をまとめてご紹介！！

ホームページに関するお問い合わせ先
会員サポート推進室 TEL 0852-24-2157 原田

InstagramLINE

鐵工会ホームページを是非ご覧ください
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簡単申し込み掲載は無料
※ただし内容や容量、形式など
によって対応出来ないケースも
ございます

※鐵工会ホームページ
の申し込み画面に必要
な情報を入力するだけ

会員サポート推進室 原田joho@tekkokai.or.jp
0852-24-2157

YouTube

Dailymotion

Vimeo など

※ wmv、mp4 、WebM … etc.

担

組合員企業様の
動画を大募集！

https://tekkokai.jp

鐵工会動画ライブラリー

V ideo  L ibrary
動画ライブラリー

⇦ 申し込みはこちらから

自社で作成･保有している企業映像を
鐵工会のホームページに掲載して
広くＰＲしてみませんか？
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　今は先の見えない戦国時代 ！　そんな時だから
こそ、「輪」になって考えよう。
　そんな時だからこそ、　郷土の先人たちの生き方
を探ってみたい。
　戦国時代は、裏を返せば武家と公家と寺社が合
体して政治・経済が動いていた時代。
　ある面、混沌としながら、また、ある面は皆が知恵
を集めて、連携して社会が進んでいった時代。
　それを象徴するかのような茶碗が昨年の9月、江
の川の河岸段丘から出土した「灰

はい

被
かつぎ

天
てん

目
もく

茶
ちゃ

碗
わん

」で
ある。完全な形で見つかったのは県内初で全国で
は8例目という。他の７つのうちのほとんどは日本の重
要な都市や港で出土している。
　天目茶碗とは、中国の浙

せっ

江
こう

省
しょう

の天
てん

目
もく

山
ざん

にあった
禅宗寺院に由来し、天

てん

目
もく

釉
ゆう

と呼ばれる鉄
てつ

釉
ゆう

をかけ
て焼かれた、高価で貴重な抹茶茶碗を指す。
　島根県では、戦国期、益

ます

田
だ

氏
うじ

所蔵の石
いわ

見
み

芦
あし

屋
や

茶釜、尼子氏の富
と

田
だ

城（安来市）の河
か

川
せん

敷
じき

出土の

こんなにあるのか郷土の遺産こんなにあるのか郷土の遺産
㊿ 初詣、初釜で新型コロナを
　　追い払うぞ！！　エイ！エイ！オーッ！！

茶釜、静
しず

間
ま

城（大田市）出土の石臼などが存在し、
各地の有力大名が抹茶を嗜

たしな

んでいたことは明らかだ。
　他国から重要な客人を迎えた時、高価な天目茶
碗が手に入った時、京都からお公

く

家
げ

さんが地域を
訪れた時、そんな時、その地では、豪商、豪農、そし
て寺社の住職や神官が集まり、茶会が開かれた。

灰
はい

被
かつぎ

天
てん

目
もく

茶
ちゃ

碗
わん

（江津市森原下ノ原遺跡出土）
（島根県教育庁埋蔵文化財調査センター提供）

「梅花雪笹紋真
しん

形
なり

釜」（益
ます

田
だ

氏
うじ

所蔵石
いわ

見
み

芦
あし

屋
や

釜）
（島根県立古代出雲歴史博物館提供）

「富
と

田
だ

川河床遺跡遺物　石臼・茶釜など」　
島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所有
（島根県立古代出雲歴史博物館提供）

島根県観光推進協議会委員
風土記を訪ねる会代表
山陰万葉を歩く会会長

� 川島　芙美子
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　その席では、どのようにして中国渡来の天目茶碗
が手に入ったか、また、その時の海外の事情や人
的交流網や、各地の政治・経済事情、航海事情、
街道事情など、その話題を基

もと

に様 な々ことが話題に
なったであろう。その茶会では、明日の展望が話し
合われ、祈願も行われたのだろう。
　江の川流域を中心に、14世紀の頃から大内氏に
よる銀山開発が、秘かに行われていたのである。ち
なみに、今回、天目茶碗の出土した森原下ノ原遺
跡では、室町時代の甲

かっ

冑
ちゅう

の部品（小
こ

札
ざね

36点・籠
こ

手
て

）
も出土している。
　島根県・鳥取県の昨年（令和3年）を象徴する一
字は「輪」だと新聞発表があった。
　中世でも人々は「輪」になって集まった時、花を活

い

け、香を焚
た

き、お茶を飲み、連歌を作って楽しんだ。
　特に戦国期、大名は出陣する時には必勝祈願
の連歌を寺社で行なった。「出陣三

みつ

物
もの

」といい、茶を
飲み、連歌を作り、神仏に祈願をして、打ちあわび、
勝
かち

栗
ぐり

、昆
こん

布
ぶ

を肴
さかな

に、杯
さかずき

で三度酒を酌み交わし、勝
かち

鬨
どき

を上げて出陣した。
　総大将が最後に杯

さかずき

を地に打ち割り、軍扇を広げ
「エイ ！　エイ ！　オーッ ！ ！」と陣営を鼓舞した。
　本能寺の変を起こした明智光秀と、九州薩摩の
殿様の島津家久とが、京都に住む連歌師、里

さと

村
むら

紹
じょう

巴
は

の家で3人で連歌の会をした。
　島津家久は、その後、日本海を船で下り、出雲の

初詣で賑わう太皷谷稲成神社
（津和野町役場商工観光課提供）

国や石見の国を巡
めぐ

っている。天正3年（1575年）のこ
とである。浜田では、薩摩の商人が沢

たく

山
さん

いて、島津
家久を歓迎している。これは、島津家久の日記から
わかる。
　さきほどの光秀、家久、紹巴の3人の連歌の会の
場面でおもしろいのは、家久は、連歌をする前に抹
茶が出て来て、お点

て

前
まえ

がわからず、困ったと書いて
いることである。
　尼子氏に味方をして、とうとう毛利氏に大田市の
波根の岩山城で敗れてしまった多

た

胡
こ

辰
とき

敬
たか

の書いた
武士の嗜みがある。そこには、連歌や能やお茶を嗜
むことが家訓として書かれている。
　多胡辰敬の子孫の亀井氏も、中国地方を制覇し
た毛利氏も同じような家訓を残している。

　
時代を進める要件は“集まり”であり、“賑

にぎ

わい”であ
ろう。新型コロナウイルスの一時収束した今、楽しい
未来を語る集まりが、開かれることが望まれる。
　さあ、初詣に出掛け、神に、仏に未来を誓い、祈願
をした後は、久しぶりに抹茶でも買い、友を集めて初
釜と洒

しゃ

落
れ

てみるのもいいのではありませんか。
　この郷土を、知恵を集めてここまで進めてくれた、
戦国の武士たちに思いを馳せながら。

島根県立万葉公園のお茶会
（島根県立万葉公園提供）

参考資料
　「中

なか

務
つかさ

大
たい

輔
ふ

家
いえ

久
ひさ

公
こう

御上京日記」
　「多

た

胡
こ

家
け

家
か

訓
くん

」
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令和４年　組合カレンダーについて
令和4年　組合年間休日については以下のとおりです。
働き方改革による年次有給休暇の取得において、「一斉付与制度」を活用し、計画的かつ効率的な取得を行いたいと存じます。
ご迷惑をお掛けすることと存じますが、ご了承賜りますようお願いいたします。
（□有休消化日：2月26日、4月30日、9月17日、10月8日、11月19日）（□創立記念日：６月２１日）

　当組合では、業務の効率化、法遵守の推進及
び、職員のワークライフバランス向上を目的と
して､	 毎週水曜日は午後5時30分に業務終了と
なります。

　取引先様におかれましては、電話対応・来訪
等でご不便をおかけ致しますが、ご理解・ご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

毎週水曜日は「ノー残業デー」
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〒730-0016  広島市中区幟町13-15　新広島ビルディング

℡  082-223-3901　http://www.jfe-shoji-kenzai.co.jp

中国支店

2022年　元旦
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〒730-0016  広島市中区幟町13-15　新広島ビルディング

℡  082-223-3901　http://www.jfe-shoji-kenzai.co.jp

中国支店

2022年　元旦
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溶接 / 切断装置 ・ レーザシステムのシステムインテグレータ

総発売元

https://mac-exe.co.jp/ 

本社　〒550-0004 大阪市西区靭本町 1 丁目 12 番 6 号マツモト産業ビル

　　　　   TEL ：06(6225)2695　　　FAX ：06(6225)2696

本社・工場　〒581-0092　大阪府八尾市老原4-153
　　　　　　　　　TEL ：(072)949-4661 FAX ：(072)948-1528

https://mac-wels.co.jp/ 

製造元

冷却水循環装置

デジタル回転数表示器を搭載、
容易に適正な回転数の再現が可能に！

溶接ヒューム回収装置 
回転治具機械
『ポジショナー』

回転治具機械
『ターニングロール』

タンク、 パイプの制作・加工
さらに大型円筒型加工物の溶
接・切断作業に最適！

局所吸引で溶接ヒュームを逃さず回収 このクラス最高の冷却能力！
このクラス最小の小型設計！

魅力ある低価格！

広島営業所　〒734-0013 広島県広島市南区出島1丁目3番14号
            TEL(082)251-5691 FAX(082)251-5686
山陰出張所　〒683-0801　鳥取県米子市新開1丁目2番65号 A-110
　　　　　　TEL(0859)38-3081 FAX(0859)38-3082
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多品種・小口・短納期を核とする鋼材加工製品のワンストップカンパニー

関東支店　〒372－0814　群馬県伊勢崎市田中町1059番3号
　　　　　　　　　　　阪和興業株式会社北関東支店内
　　　　　　　　　　　TEL. 0270－61－7901　FAX. 0270－61－7904

本　　社　〒556－0017　大阪市浪速区湊町1丁目4番38号 近鉄新難波ビル11階
　　　　　　　　　　　TEL. 06－6635－2330（代）　FAX. 06－6635－2340

九州営業所　〒812－0011　福岡市博多区博多駅前2丁目19番24号
　　　　　　　　　　　大博センタービル4階 阪和興業株式会社九州支社内
　　　　　　　　　　　TEL. 092－471－7539　FAX. 092－471－7019

大正倉庫　〒551－0002　大阪市大正区三軒家東3丁目11番31号
　　　　　　　　　　　TEL. 06－6552－1427　FAX. 06－6552－9902

ＵＲＬ : http://www.subarusteel.co.jp　　E-mail : info@subarusteel.co.jp

すばる鋼材株式会社

One Stop Company

本　　　　社  大阪府大阪市西区立売堀４丁目５番７号
東  京  支  店  千葉県浦安市鉄鋼通り   ２丁目２番３号
北関東営業所  群馬県伊勢崎市田中町   １０５９番３号

代表取締役社長　小西  正樹
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　　　　　　　　　　　大博センタービル4階 阪和興業株式会社九州支社内
　　　　　　　　　　　TEL. 092－471－7539　FAX. 092－471－7019

大正倉庫　〒551－0002　大阪市大正区三軒家東3丁目11番31号
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すばる鋼材株式会社

One Stop Company
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代表取締役社長　小西  正樹

　　　第 187 号	 鐵 工 会 だ よ り	 令和 4年 1月 1日（26）

（建材・床製品）
　　軽量形鋼・角形鋼管・U コラム
　　スーパー E デッキ・NDコア

（一般土木製品）
　　コルゲートパイプ・カゴ枠・ノンフレーム
　　ライナープレート・軽量鋼矢板・スリットダム

（防災商品）
　　テレスコドレーンパイプ（押出式排水パイプ）
　　ランバスネット（エネルギー吸収型落石防護柵）

（道路製品）
　　ガードレール・ガードパイプ GP-N
　　ワイヤロープ柵・生活道路用柵

東証２部上場　証券コード 5697 

九 州 営 業 所 TEL.0968-26-3960   FAX.0968-26-3961

(グループ会社)

枚 方 営 業 所  TEL.072-858-3901   FAX.072-859-4873

八 尾 営 業 所 TEL.072-992-2111   FAX.072-992-2116

本                             社 

（〒573-0137 大阪府枚方市春日北町 3丁目1番1号）

TEL.072-858-1251   FAX.072-858-2672

みがき棒鋼と冷間圧造用鋼線の
リーディングメーカー

TEL.06-4309-2002   FAX.06-4309-2007大 阪 ミ ガ キ 株 式 会 社

TEL.082-233-2880   FAX.082-233-1836 大同磨鋼材工業株式会社

謹 賀 新 年
2022年　元旦

Challenging Ambitions for New Opportunities

中国営業所

本　　　社
名証2部上場　証券コード8076

〒732－0827　広島市南区稲荷町 3－20　トーレ稲荷町603
TEL082－262－1133　FAX082－264－0777

〒451－8570　愛知県名古屋市西区那古野一丁目1番12号
TEL052－564－3500　FAX052－565－1714
HomePage : https : //www.canox.co.jp　

加工機能の充実と機動力あるトレード力を組み合わせ、
「常にお客様から第一に求められる企業」を目指して取り組んでまいります。
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工　場：大阪・行橋
営業所：東京・東北・名古屋・大阪・福岡

本　社：〒559－0022　大阪市住之江区緑木 1－4－16
TEL 06－6682－3261　FAX 06－6682－3270
URL　http://www.bolten.co.jp

Supreme!
High Tension Bolt

コストダウンの切り札
スーパーハイテンションボルト（S14T）

検索

 20年以上の実績を誇る
強度 と 施工性 に優れたはぜ嵌合折板

はぜ嵌合折板のパイオニア

HK-500 全国20の製造拠点
北海道～沖縄

http://www.np-nippan.co.jp
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ＪＦデッキデッキＪＦ

ＦＰＩＳ屋根ＦＰＩＳ屋根

Vネットフェンス
Jメッシュ
Jブラインド
各種フェンス

Vネットフェンス
Jメッシュ
Jブラインド
各種フェンス

2022
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株式会社ガルバ興業 www.galva.co. jp
溶融亜鉛めっき

〒799－1354
愛媛県西条市
北条962番地59
TEL（0898）76－7700
FAX（0898）76－7701

めっき槽
（有効寸法）

長さ

巾

深さ

15,000
（14,000）

  2,100
（2,000）

  3,500
（2,700）

〒729－0473
広島県三原市
沼田西町小原
73番46号
TEL（0848）86－6411
FAX（0848）86－6855

西条工場 三原工場

×

×

めっき槽
（有効寸法）

長さ

巾

深さ

17,000
（16,000）

  2,000
（1,850）

  3,600
（2,800）

×

×
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株式会社ガルバ興業 www.galva.co. jp
溶融亜鉛めっき

〒799－1354
愛媛県西条市
北条962番地59
TEL（0898）76－7700
FAX（0898）76－7701

めっき槽
（有効寸法）

長さ

巾

深さ

15,000
（14,000）

  2,100
（2,000）

  3,500
（2,700）

〒729－0473
広島県三原市
沼田西町小原
73番46号
TEL（0848）86－6411
FAX（0848）86－6855

西条工場 三原工場

×

×

めっき槽
（有効寸法）

長さ

巾

深さ

17,000
（16,000）

  2,000
（1,850）

  3,600
（2,800）

×

×
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島根県支部：松江市西津田５－１－７

本 部：福岡市博多区東比恵２－１５－２５ （代表）

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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〒６９０－０８１６ 島根県松江市北陵町１番地 （テクノアークしまね ）

：

「設備貸与制度」とは、企業の皆様が希望される設備（新品・中古品）をしまね産業振興財団が

購入し、長期 ・低利で割賦販売する制度です。

●ご利用限度額 １００万円 ～ １億円 （税込）

●割賦損料（金利） 年１ ７５ （特利 年１ ６０ 県の「経営革新計画」承認企業等）

●ご返済期間 ７年以内 （元金据置１年以内）

制度の詳細については 経営支援課 （ ＴＥＬ ０８５２－６０－５１１３ ）までお問い合わせ下さい。

設備の ご相談ください

　　　第 187 号	 鐵 工 会 だ よ り	 令和 4年 1月 1日（37）



　　　第 187 号	 鐵 工 会 だ よ り	 令和 4年 1月 1日（38）



　　　第 187 号	 鐵 工 会 だ よ り	 令和 4年 1月 1日（38） 　　　第 187 号	 鐵 工 会 だ よ り	 令和 4年 1月 1日（39）




